
 

神奈川県立麻生高等学校 令和５年度 学校目標 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①組織的な授業改
善に取り組み、
生徒一人ひとり
に対するきめ細
かな指導と家庭
学習習慣の確立
を通して、主体
的に学ぶ姿勢を
育成する。 

 
②国際的視野の涵
養と豊かな語学
力・コミュニケ
ーション力等を
育成し、国際社
会に貢献する高
い志を持ったグ
ローバル人材を
育成する。 

①新学習指導要領
の年次進行に伴
い、「主体的・
対話的で深い学
び」を達成する
ため、研修等を
実施し、指導と
評価の一体化の
視点からの授業
改善を図る。 

②本校の教育目標
のひとつである
国際社会に貢献
する人材育成を
目指して、国際
交流事業をはじ
めとしたさまざ
まな教育活動を
展開する。 

①教育課程の質的改善
を図り、生徒の自己
表現活動を取り入れ
た授業改善研修を実
施する。 

①授業改善のための
「授業を見に行こう
週間」の活用や、生
徒による授業評価の
結果を分析し、改善
に活かす。 

 
 
 
②感染症対策を十分に
講じ、留学生受入れ
等の国際交流につい
てさらに推進する。 

①各授業で「１人１
台端末」を活用し
た授業展開をする
ことができたか。 

①全教職員が他の授
業を参観し、生徒
による授業評価の
「授業のあり方」
「生徒自身の授業
に対する取組状
況」の数値が前年
度より高められた
か。 

 
②留学生受入れ等の
国際教育への取組
を行うことができ
たか。 

２ 
 
生徒指導 
・支援 

①学校生活、特別
活動を通して豊
かな人間性と社
会性・規律意識
を備えた生徒を
育成する。 

 
②自主・創造の意
欲と協調・協働
の精神を持ち、
望ましい人間関
係を構築できる
生徒を育成す
る。 

 
 

①学校行事、部活
動等を通じて、
生徒の主体的な
活動を保障する
とともに、豊か
な人間性の涵養
を図る。 

②多様な価値観を
認め合う社会の
中で生きていく
ために必要な感
性を育てる。 

②ＳＣ、ＳＳＷ、
外部機関等との
連携を密接に図
り、生徒が安心
して学校生活を
送れる支援体制
を構築する。 

①新型コロナウィルス
感染所防止対策を十
分に行い、生徒によ
る新しい生活様式に
則した学校行事の運
営を目指す。 

①部活動の活性化を目
指し、学習との両立
を図りながら年間計
画を立てる。 

②生徒に規範意識を         
確立させ、全職員で
遅 刻防止・挨拶・
身だしなみ、情報モ
ラル等の指導に当た
り、品位ある態度と
社会性を身につける
よう指導する。 

②ＳＣ、ＳＳＷを効果    
的に活用し、教育相
談体制の構築・外部
との連携等により、
効果的な生徒支援に
当たる。 

①学校行事において
生徒の自主的な意
見を取り入れた運
営ができたか。 

①生徒の部活動加入
率が向上したか。 

 
 
 
②朝の立ち番指導や
定期試験中の服
装・頭髪チェック
を実施することに
より、生徒が自主
的にルールを守る
ことができたか。 

②生徒がＳＣ、ＳＳ
Ｗを積極的に活用
することができた
か。また、外部機
関等との連携がで
きたか。 

３ 
進路指導・
支援 

①高い志に根ざし
た第一希望の進
路実現に向け
て、３年間を見
通した進路指
導、個に応じた
きめ細かい面接
指導などを段階
的かつ系統的に
実施する。 

 
 
 
 
 
 

① ３年間を通じた
体系的な進路支
援体制の充実を
図り、生徒自身
が目的意識をも
って自己実現し
ていくキャリア
形成に寄与す
る。 

①進路情報を的確
に提供する機会
を設定し、進路
実績の質的向上
を図る。 

 
 

①生徒対象進路説明会
を、時期、目的に応
じて学年進行の中
で、体系的に実施す
る。 

①保護者対象説明会
を、各学年において
実施する。 

②英語４技能を利用し
た大学受験のシステ
ムを生徒に提示し、
実用英語技能検定の
取得と進路実現との
関連を理解させ、資
格取得への動機づけ
とする。 

①進路希望調査、担
任との面談等を通
じて、自己実現に
向けての方向性を
確認し、キャリア
形成に結びつける
ことができたか。 

 
②実用英語技能検定
準２級の取得率を
前年度より向上さ
せることができた
か。 

 
 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

②英語検定、「総
合的な探究の時
間」等を活用し
て、４技能の英
語教育の充実、
言語能力・コミ
ュニケーション
能力・課題解決
力等を伸長する
ことで、進路実
現につなげる。 

 

②国際社会で活躍
できる人材の育
成を目指し、ス
テップのひとつ
として実用英語
検定の準２級取
得率の向上を目
指す。 

②「総合的な探究
の時間」を、教
科横断的で主体
的な課題探究・
解決能力の伸長
を図るよう改善
する。 

②各学年の「総合的な
探究の時間」におい
て、生徒一人ひとり
が自律的に課題の考
察に向けた探究サイ
クルを形成するよう
働きかける。 

②探究活動の充実を
図り、その成果を
発表会等を通じて
発信することがで
きたか。 

４ 
地域等との
協働 

①ＰＴＡ・同窓
会・地域との連
携・交流を深
め、地域に開か
れた学校作りを
推進する。 

 
 
 
 
②「国際社会で貢
献する高い志を
持つグローバル
人材の育成」を
スローガンに国
際教育、英語教
育、芸術教育を
県民に積極的に
発信し、意欲あ
る生徒の獲得を
目指す。 

①小中学校や地域
等との連携を深
め、開かれた学
校づくりを推進
する。学校運営
協議会等を通じ
て、外部人材の
活用を図り、教
育力の向上につ
なげる。 

②ＨＰ等を通じて
生徒の活動の実
績や学校の取組
について積極的
に 情 報 を 発 信
し、本校の魅力
と特色について
アピールする。
アドミッション
ポリシーの浸透
を図り、目指す
べき生徒像をも
とに、教育活動
の充実を図る。 

①学校運営協議会等を
通じて、開かれた学
校づくりを目指して
各方面からの助言を
受け、地域や近隣小
中学校との連携を図
る。 

 
 
 
②学校説明会や学校Ｈ
Ｐ等を活用して、地
域や受検生、県民に
対し、本校の特色と
魅力について効果的
に発信する。特に説
明会では、司会や説
明等を生徒が行い、
生徒主体となる説明
会になるようにす
る。 

①地域、校外機関等
の外部人材の教育
力を活用する取組
を行うことができ
たか。 

 
 
 
 
 
②興味関心を持たせ
るような見やすい
学校ＨＰになって
いたか。また、更
新頻度を高め、分
かりやすい学校説
明会の実施や動画
配信により本校の
特色や魅力を発信
し、志願者数の増
加を図ることがで
きたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育公務員とし
ての高い使命感
と倫理観を持
ち、不祥事防止
に取り組むとと
もに、協働とラ
イフワークバラ
ンスを意識して
職務に取り組
み、働き方改革
を推進する。 

 
 
②保護者・地域・
県民からの信頼
と期待に応える
安心・安全な学
校づくりを進め
る。 

①不祥事ゼロプロ
グラムに基づい
た不祥事防止研
修を適宜実施す
るとともに、協
働意識の醸成に
向けた体制作り
に取り組む。業
務内容の精選、
可視化を図り、
ワークライフバ
ランスを意識し
た業務の効率化
を図る取組を推
進する。 

②教職員の防災意
識を高め、地域
と連携した実践
的な防災対策を
進める。 

①年間を通じて、計画
的な研修を実施する
ことにより、不祥事
防止に取り組む。 

①業務の環境整備を進
め、業務内容の精選
や可視化を図る。 

 
 
 
 
 
 
②大規模災害の発生に
備え、教職員の防災
意識を高めるととも
に、地域、自治体と
連携した防災体制の
構築に取り組む。 

①不祥事防止研修を
実施し、リスク回
避を図り、事故防
止に努めることが
できたか。 

①風通しの良い職場
づくりをすること
により、業務に対
する可視化、効率
化を図ることがで
きたか。 

 
 
②学校全体として、
防災意識を高める
ことができたか。 

②地域、自治体と連
携した防災体制の
構築に取り組むこ
とができたか。 

 

 


